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カイガラムシが発生しやすく、排泄物に

「すす病(カビの一種)」が誘発される。

特にゲッケイジュはこの傾向が強く、葉

が一面すすで汚れたようになりやすい。 

垂直に立ち枝を伸ばすため葉張りをとら

ない。風通し良く枝抜き剪定をし、4～

5本の株立ちにすると樹形がまとまりや

すい。刈り込みもできるが暖地の樹のた

め、寒中を避け、春または秋が適期。 

「カイガラムシ」と「すす病」の被害を

受けやすいので早目の対処が欠かせない。

常緑樹のため「すす病」にかかった葉が

年を越して残ることが多い。 
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葉は、香辛料として利用される。仏名はローリ

エ、英名はローレルまたはベイリーフとも呼ば

れる。 

Memo 

硬い葉を揉むと芳香がする。シオネールと呼ば

れる成分があり、乾燥させてシチューなどの料

理に利用される。キッチン脇に植えると重宝。

オリーブとともに地中海沿岸の常緑樹。雌雄異

株だが日本には雄株が多く、果実がつく雌株は

少ない。株立樹はシンボルツリーにもなる。 

生長：やや速い、雌雄異株 特 記 
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常緑／中高木／木本植物／外来種 

ゲッケイジュ  [ 月桂樹 ]  


